目 次

1. はじめに

1.1  本研究の背景と目的

1.2  研究の構成

2. 研究手法の提案

2.1  WWWとネットワーク社会

2.2  インターネットエージェント

2.3  ページの価値と仮説

2.4  人工ネットワークモデル

2.5  研究方法の提案

3.  システムアーキテクチャ

3.1  アルゴリズム

3.2  システムの構成と流れ

4.  実装及び実験

4.1  実装の準備

4.2  実験

4.2.1 人工ネットワーク実験

4.2.2 WWW実験

5. 考察及び今後の課題

5.1  考察

5.2  実際への応用

5.3  今後の課題

6. 謝辞

7. 参考文献

8. 付録

8.1 プログラムのアーキテクチャ

8.2 実験用プログラムの構成

8.3 実験データ

8.4 ソースプログラム

参考文献

［1］ Duncan J. Watts & Steven H. Strogatz, “Collective dynamics of ‘small-world’ networks”, nature Volume 393 | issue no. 6684 .

［2］ Soumen Chakrabarti, Byron E. Dom, David Gibson, Ravi Kumar, Prabhakar Raghavan, Sridhar Rajagopalan, Andrew Tomkins, “Spectral filtering for resource discovery”, IBM Almaden Research Center.

［3］ Krishna Bharat, Andrei Broder, Monika Henzinger, Puneet Kumar, Suresh Venkatasubramanian, “The Connectivity Server: fast access to linkage information on the Web”, Computer Network and ISDN System 30 (1998) 469-477.

［4］ 福島伸一　伊庭斎志　石塚満, “WWW情報空間のリンク構造を用いた弱い構造化”, 信学技報　AI98-93, KBSE98-63 (1999-03).

［5］ 藤本和則　松澤和光, “インターネット上の記述文から確率知識を構成する一手法”, 1998年情報学シンポジウム１月。

［6］ 山名早人, “インターネット広域分散協調サーチロボット”, Computer Today 1998.9 No.87 .

［7］ 高橋範泰　山下剛史, “知人のネットワークの概念に基づいた情報共有機構”, 信学技報 OFS98-20, AI98-29(1998-07).

［8］ 吉田仙　亀井剛次　服部文夫, “インターネットにおけるコミュニティ形成支援”, 信学技報 OFS98-21, AI98-30(1998-07).

［9］ カール・シャビロ　ハルR・バリアン, “ネットワーク経済の法則”, ㈱IDCコミュニケーションズ, 1999年。

［10］Roert Lafore, “Javaで学ぶアルゴリズムとデータ構造”, SOFTBANK.

［11］Jim Farley, “Java分散コンピューティング”, オライリー・ジャパン。

［12］Elliotte Rusty Harold, “JAVAネットワークプログラミング”, 

オライリー・ジャパン。

